
発行平成 3年 7 月 5 日

発行所大洗町役場
守31H3茨城県東茨城郡大洗町磯浜町6881-275

まま大洗 (67)5111俄)

町 長公 室

富士オフセット印刷側

霊堂水戸 (31)4241欣)

集

制

繍

fO[J 

(題字:高橋魁舟先生書)

⑮ @  ⑧③ 

近
年
、
週
休
二
自
制
の
定
蓄
や
余
暇

時
間
の
増
加
¥
健
康
志
向
の
高
ま
り
に

よ
っ
て
¥
町
民
の
方
ガ
自
ら
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
事
ガ
増
え
¥
年
齢
層
も
蝿
広

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
¥
テ
ニ
ス
は
¥
老
若
男
女
を
問

わ
ず
愛
好
者
ガ
増
え
¥
気
軽
な
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

詔
和
田
年
大
貫
前
原
地
区
に
¥
町
営

テ
ニ
ス
コ
ト
〈
全
天
候
型
4
E〉
を
整

備
し
て
¥
E
d
の
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部
を

は
じ
め
テ
ニ
ス
愛
情
灯
者
の
方
が
利
用
し

て
い
ま
す
、
ガ
¥
年
々
利
用
す
る
方
、
ガ
噂

え
¥
特
に
¥
週
末
に
集
中
し
て
思
う
よ

う
に
使
用
す
る
こ
と
ガ
出
来
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
し
疋
。

聞
で
は
¥
四
民
の
皆
さ
ん
の
一
人
ひ

と
り
の
体
力
づ
く
り
を
す
る
だ
め
に
¥

各
種
の
体
奇
施
設
の
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
、
ガ
¥
こ
の
震
¥
一
ア
二
ス
愛
話
者
の

ご
要
望
に
応
え
て
¥
有
円
効
な
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
利
用
促
進
を
圏
る
た
め
に
¥
夜

間
照
明
施
設
(
別
紙
の
と
お
り
)
を
設

置
い
E
し
ま
し
だ
。

昭
山
明
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
¥
夜
間

で
も
間
使
用
す
る
こ
と
ガ
出
来
¥
仕
事
の

後
で
も
気
軽
に
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
と
同

時
に
¥
観
光
酉
に
も
奇
知
な
施
設
と
し

て
¥
日
間
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

「つ。
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夜間使用料金

町 内 者 町 外 者
使 用 時 間

使用料
照明施設

使用料
照明施設

使 用 料 使 用料

コ 18: 00-19 :00 円 円 円 円

17・00-18:00 510 1，000 1，030 1，000 

ト 19:00-20:00 510 1，000 1，030 1，000 18 :00-19 :00 
面 20:00-21 :00 510 1，000 1，030 1，000 19:00-20:00 
イコ 18:00-21:00 
き 17:00-20:00 1，340 3，000 2，700 3，000 

上段は夏季時間 夏季 5月 1B -10月31日

下段は冬季時間 冬季 11月 1B-4月初日 &コイン式照明点灯盤

海
水
浴
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
。
最
近
の
水
着
は
特
に
カ
ラ
フ
ル

な
の
で
、
海
岸
は
花
が
咲
い
た
よ
う

な
美
し
き
で
す
。

こ
の
ご
ろ
の
子
ど
も
は
、
あ
ま
り

海
で
泳
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

プ
l
ル
が
普
及
し
て
、
そ
こ
で
水
泳

を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
-

波
の
あ
る
海
で
泳
ぐ
の
は
怖
い
一
也

と
い
う
子
が
多
い
よ
う
で
す
。
一
向

で
も
、
自
然
の
な
か
で
波
と
た
十
一

わ
む
れ
て
遊
ぶ
の
は
、
プ

l
ル
一
首

と
違
っ
た
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
十

ま
た
海
岸
で
は
、
海
の
生
物
の
一
ん

観
察
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。
一
品

と
こ
ろ
で
、
せ
っ
か
く
の
海
「

水
浴
も
、
海
が
汚
れ
て
い
て
は
台
無

し
で
す
。
ご
み
な
ど
を
、
散
ら
か
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

清
涼
飲
料
水
の
缶
に
つ
い
て
い
る
飲

み
口
の
リ
ン
グ
を
落
と
す
と
、
た
い

へ
ん
危
険
で
す
。
砂
の
な
か
に
入
っ

た
こ
の
リ
ン
ク
を
踏
ん
で
、
足
に
け

が
を
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

飲
み
終
わ
っ
た
ら
缶
の
な
か
に
入
れ

て
、
ご
み
箱
な
ど
に
捨
て
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
、
7
0

ま
た
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
が
盛
ん
で
す
。
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
や
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ボ
ー
ド
・

セ
i
リ
ン
グ
や
水
上
バ
イ
ク
な
ど
で

す
。
し
か
し
、
海
水
浴
客
と
の
事
故

も
梯
唱
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
レ
ジ

ャ
ー
を
楽
し
む
と
き
は
、
場
所
な
ど

を
選
ぴ
、
海
水
浴
客
に
迷
惑
を
か
け

j

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

J
一
七
月
一
一
十
日
は
「
海
の
記
念

十
一
日
」
、
こ
の
日
か
ら
三
十
一
日

二
一
ま
で
は
「
海
の
旬
開
」
で
す
。

欄
今
年
は
、
新
潟
県
を
中
心
と
し

ぺ
一
た
「
第
六
回
海
の
祭
典
」
を
は

回
一
じ
め
、
全
国
各
地
で
多
彩
な
健

三
し
が
あ
り
ま
す
。

七
日
本
は
、
四
方
を
海
で
固
ま

れ
た
海
洋
閣
で
す
。
も
っ
と
海
に

関
心
を
も
ち
、
親
し
み
た
い
も
の
で

す
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oミスポート大洗コンテスト(非公開)
ア月ア回目) AM10:00- 中央公民館

0'91ピーチパレー in大洗
7月23 日IY<)・ 24 E3~J<) AM9: 00-大洗サンゼーチ

oふるさとのタベ(磯童話盆鵬り大会)
ア月27日出・ 28日(日) PM7:00- 平太郎浜海岸

o花火大会 8月10日出 PM7:30- 大洗サンビーチ

oクjレーザーヨットレース大会
B月18日臼) AMlO:00-

o壊力、しの名画劇場
8月間白出 PM5:00- 大洗文佑センタ-

0大洗サンセットフェスチイJ'¥)v'91
8月25日(日間3:00- マリンタワー周辺

o八期祭 8月25日(日)
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去
る
、

6
月
比
日
平
成
3
年
第
2
回

大
洗
町
議
会
定
例
会
で
、
第
3
次
大
洗

町
総
合
計
画
基
本
構
想
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
計
画
は
、
幻
世
紀
を
呂
指
し
た

大
洗
町
の
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

竹
内
町
長
よ
り
大
洗
町
総
合
計
画
審
議

会
(
寺
内
淳
会
長
)
へ
諮
問
さ
れ
、
そ

の
後
5
囲
の
審
議
会
を
開
き
、
慎
重
一
に

審
議
き
れ
て
慕
本
構
惣
が
ま
と
ま
り

5
月

m
g
に
竹
内
町
長
へ
答
申
さ
れ
た

も
の
で
、
「
棋
い
と
や
す
ら
ぎ
の
マ
リ

ン
シ
テ
ィ

l
大
洗
」
を
基
本
目
標
と
定

め、O
水
と
繰
の
調
和
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り

O
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
ま
ち
づ

ノ
〈
、
目
リ

O
健
康
で
ゆ
と
り
と
生
き
が
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

O
こ
こ
ろ
議
か
な
人
づ
く
り
と
潮
風
の

もあおお王子成3-"手7月5日

香
る
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

。
産
業
の
活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

を
葵
調
に
、
今
後
の
町
、
つ
く
り
の
基
本

方
向
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
大
洗
町
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協

力
の
も
と
に
、
計
画
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

田

山

由

民

勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ
る

平
成
3
年
春
の
叙
勲
で
、
閉
山
巴

さ
ん
(
大
賞
町
布
番
地

1
)
が
勲

五
等
瑞
宝
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

沼
山
き
ん
は
、
昭
和
ロ
年
目
月
静

岡
県
巡
査
を
拝
命
、
以
来
初
年
聞
の

永
き
に
わ
た
り
静
再
開
町
で
警
察
官
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
問
、
静
岡
県
警
察
学
校
教
頭
、

故

亀

出

靖

氏

勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
る

去
る
3
月
6
日
死
亡
さ
れ
た
、
元

大
洗
町
議
会
議
員
亀
山
清
さ
ん
に
勲

六
等
単
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
亀
山
さ
ん
は
、
昭
和
路
年
大
洗
町

議
会
議
員
に
当
選
、
昭
和
田
年
ま
で
、

5
期
初
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
、
地
方
自
治
の
確
立
と
大
洗
町
建

設
の
た
め
積
極
的
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た。

た
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
審
議
に
あ
た
ら
れ
た

委
員
の
方
は
次
の
方
々
で
す
。

大
洗
町
総
合
計
画
審
議
委
員

会

長

寺

内

淳

副

会

長

石

井

藤

吉

郎

委

員

和

田

俊

雄

間
関
口
一
二
代
寿

邸

中

重

雄

檎

山

栄

次

郎

小
松
崎
七
之
介

川

上

清

杉

山

晴

茂

小
松
崎
新
太
郎

羽

田

和

夫

高

須

千

恵

小

松

崎

義

則

木

内

政

鋭

平

田

実

穂

和

田

洋

子

鯉

淵

曜

子

柵

山

美

代

子

坂

本

博

小

松

崎

篤

(
敬
称
略
)

" " " " " " " " " " " " " " " " " 
各
警
察
署
長
を
歴
任
さ
れ
、
静
間
県

知
事
賞
及
び
本
部
長
賞
を
数
多
く
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

警
察
官
と
し
て
、
地
域
の
交
通
と

治
安
維
持
に
努
め
ら
れ
た
数
多
く
の

業
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
叙
勲
の

栄
誉
に
浴
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
は
、
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
会
長
・
郡
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長
と
し
て
、
高
年
者
の
福
祉
向

上
の
た
め
カ
を
注
が
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
問
、
建
設
常
任
委
員
会
委
員

と
し
て
大
洗
港
建
設
事
業
に
献
身
的

に
取
り
組
ま
れ
北
海
道
と
の
フ
ェ
リ
ー

航
路
の
開
港
・
住
民
の
生
活
道
路
で

あ
る
町
道
の
整
備
・
町
営
住
宅
建
設

事
業
・
上
水
道
事
業
な
ど
大
き
な
事

業
の
推
進
に
尽
く
さ
れ
、
昭
和
制
年

日
月
か
ら
2
期
8
年
間
は
、
委
員
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
監
査
委
員
と
し
て
、
特
に

地
方
財
政
の
厳
し
い
環
境
下
で
の
町
財

政
の
健
ふ
手
作
品
る
運
営
と
経
常
的
経
費
の

見
直
し
に
よ
る
徹
底
し
た
節
減
を
提

寺
舟
一
諜
氏
に
民
関
治
功
労
賞

茨
域
開
照
時
材
会
ゆ

去
る
、

6
月
刊
日
県
自
治
会
館
で
行

わ
れ
た
茨
城
県
町
村
会
定
時
総
会
で
、

当
町
の
寺
内
浮
き
ん
に
県
町
村
会
長
か

ら
民
間
自
治
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

寺
内
淳
(
均
)
さ
ん
(
磯
浜
町
7
9
8

6

1

)
は
、
町
議
会
議
員
、
町
教
育

委
員
及
び
総
合
計
画
審
議
委
員
と
し
て

町
政
に
参
画
し
、
地
域
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
種
団
体
に
あ
っ
て
も
、
車
問
色
申
告

会
長
や
蕗
工
会
総
代
、
観
光
協
会
役
員

と
し
て
、
高
工
観
光
育
成
に
積
怒
的
に

取
り
組
み
、
常
に
団
体
の
指
導
者
と
し

町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

海
岸
清
掃
奉
仕
活
動
に
よ
り
、
茨
城

県
知
事
賞
(
ば
ら
賞
)
・
環
境
庁
長

官
賞
(
地
域
環
境
美
化
功
績
賞
)
を

受
賞
さ
れ
、
当
ク
ラ
ブ
活
動
の
原
動

力
と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

衷
心
よ
り
敬
意
と
お
祝
い
を
申
し

ょ
げ
、
併
せ
て
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

喝
さ
れ
地
方
行
財
政
の
効
率
的
運
営

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

町
農
業
委
員
会
委
員
を
努
め
ら
れ

昭
和
必
年
よ
り
昭
和
M
年
ま
で
会
長

に
就
任
、
農
業
の
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
、
農
業
経
営
の
合
理
化
、
近
代

化
、
生
産
カ
の
増
進
に
努
力
さ
れ
ま

し
た
。永

年
に
わ
た
る
御
功
績
が
今
回
叙

勲
の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

謹
ん
で
こ
一
笑
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
間
、
地
方
自
治
に
尽
さ
れ
た
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
た
も
の
で

す。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瞬惑い関づく抄

懇意議議室開かれ番

〈暴走族追放を決議〉

町
で
は
、
多
く
の
釘
民
の
皆
様
方
と
、

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
話
合

い
を
行
う
た
め
に
、
「
明
る
い
問
づ
く

り
懇
談
会
」
を
町
内
各
地
域
日
ヶ
所
に

分
け
て
開
き
ま
す
。

今
回
の
懇
談
会
は
、
今
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
町
内
会
長
・
区
長
・
納
税
組
合

長
の
皆
さ
ん
に
よ
る
町
政
懇
談
会
に
変

わ
る
も
の
で
、
「
明
る
い
選
挙
の
推
進
」

「
暴
走
族
追
放
運
動
の
推
進
」
、
各
地

域
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
話
合
い
を

行
い
ま
す
。

第
1
回
呂
は
、
去
る
5
月
回
目
に
明

神
町
地
底
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
方
が
参

加
さ
れ
、
竹
内
町
長
が
国
・
県
政
策
の

状
況
や
町
の
政
策
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
後
、
小
谷
助
役
の
可
会
に
よ
り
懇
談

に
入
り
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
海
岸
や
公
園
に
空
き
缶

が
ち
ら
か
っ
て
い
る
問
題
、
墓
地
の
雑

草
の
こ
と
、
ふ
る
さ
と
創
生
1
億
円
の

使
用
に
つ
い
て
、
犬
の
散
歩
に
よ
る
糞

の
問
題
、
葬
儀
の
簡
素
化
、
地
底
集
会

所
な
ど
身
近
な
質
問
が
あ
り
、
竹
内
町

長
が
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
「
明
る
い
選
挙
の
推
進
L

に

つ
い
て
、
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
、
向

議
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
、
一
一
一
な
い
運

動
(
糟
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取

ら
な
い
)
の
強
化
に
よ
り
き
れ
い
な
選

挙
の
推
進
と
「
暴
走
族
追
放
運
動
の
推

進
」
に
つ
い
て
は
、
大
洗
警
察
署
よ
り

説
明
が
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
暴
走
族
を
追
放
し
、
暴
走
行
為
の
な

い
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決

議
が
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
皆
き
ん
の
熱
気
あ
ふ
れ
る

質
問
に
時
間
の
立
つ
の
も
忘
れ
予
定
時

間
を
オ

i
パ

l
し
、
懇
談
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

な
お
、
今
後
各
地
域
で
の
懇
談
会
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
出

席
し
て
下
さ
い
。

6
月
7
日
よ
り
9
日
ま
で
町
漁
村
セ

ン
タ
ー
で
、
平
成
一
二
年
度
さ
っ
き
震
が

開
か
れ
ま
し
た
。

さ
っ
き
展
は
、
大
洗
町
叫
さ
っ
き
会

(
鈴
木
利
裁
会
長
)
会
員
に
よ
っ
て
毎

年
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
会
員
が
1
年
間
丹
精
を
こ
め

て
古
育
て
た
、
さ
っ
き
や
盆
栽
を
持
ち
よ

り
展
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
に
飾
ら
れ
た
彩
り
も
あ
ざ
や
か

な
さ
っ
き
や
盆
栽
に
、
訪
れ
た
人
々
は
、

見
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

な
お
入
賞
者
は
、
次
の
通
り
で
す
。

o
町

長

賞

鴨

志

田

和

市

O
議

長

賞

前

島

清

O
教

育

長

賞

鈴

木

哉

O
商

工

会

長

賞

理

井

努

O
観

光

協

会

賞

巌

崎

明

。

さ

っ

き

会

賞

武

田

郎

手Ij三東

一
審
紬
普
賢
岳

関
越
被
災
地
へ

善
意
の
募
金
活
動

方
々
に
警
窓
の
募
金
活
動
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
募
金
活
動
を
行
な
っ
た
の
は
、

カ
印
水
産
(
株
)
(
大
洗
町
髭
釜
釘
)

で
取
引
を
し
て
い
る
鮮
魚
商
の
皆
さ

ん
方
が
、
自
分
達
で
募
金
箱
を
設
置

し
、
募
金
活
動
を
行
い
、
災
害
地
の

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
始
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
去
る
6
月

民
日
町
役
場
を
通
じ
て
、
日
本
赤
十

字
社
へ
履
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
善
意
の
心
が
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
人
々
の
心
の
支
え

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

5
Hバ
叫
日
の
火
砕
流
発
生
以
来
、

引
き
続
く
大
自
然
の
獄
威
の
中
で
、

恐
怖
と
不
安
の
生
活
を
過
ご
し
て
い

る
長
崎
県
雲
仙
普
賢
岳
周
辺
住
民
の

一
、
門
柱

l
基

(
幻
万
円
相
当
)

磯
道
・
見
附
窪
土
地
区
闘
盤
理
組
合

理
事
長
深
作
物
。
治
殿

町
営
公
開
閉
幕
地
入
口
門
柱
と
し
て

一
、
金
2
千
万
円
也

水
戸
カ
ン
ツ
リ

l
倶
楽
部

代
表
取
締
役
社
長
吉
山
博
士
口
殿

総
合
運
動
公
園
整
備
基
金
と
し
て

一
、
金
3
苔
万
円
也

東
京
都
太
田
区
田
園
調
布
4
1
日
1
8

清
水
圧
紀
殿

学
校
施
設
整
備
と
し
て
(
磯
小
、
祝
小
、
一
中
)

一
、
グ
ラ
ン
ド
用
農
外
ソ
1
7
i
時
計
一
式

一
、
事
務
用
紙
折
機
|
台

一
、
ス
ピ
ー
カ
ー

2
台

(
印
万
円
相
当
)

平
成
2
年
度
第
一
中
晶
子
校
葦
重
一
同
殿

第
一
中
学
校
備
品
と
し
て

一
、
絵
本
ボ
ッ
ク
ス

i
基

(
4
万
円
相
当
)

平
成
2
年
度
磯
浜
幼
稚
園
芸
闘
児
一
同
殿

磯
浜
幼
稚
属
備
口
聞
と
し
て

一
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
具
一
式

(
3
万
5
千
円
相
当
)

大
洗
ロ
!
タ
リ
!
ク
ラ
ブ

代
表
古
川
慶
治
殿

札型里j

夏
海
小
学
校
教
材
と
し
て

一
、
木
製
楽
器
一
式

(
3
万
円
相
当
)

成
国
町
1
8
8
9

今
泉
菊
治
殿

第
二
保
育
教
材
と
し
て

一
、
宏
一
内
鉄
権
外

(
3
万
2
千
円
相
当
)

平
成
2
を
屋
支
海
幼
稚
園
卒
鴎
児
一
同
殿

夏
海
幼
稚
園
備
品
と
し
て

一
、
掛
け
時
計

i
台

(
2
万
円
相
当
)

磯
浜
町
2
4
1
2

稲
沢
せ
つ
殿

保
健
セ
ン
タ
ー
備
品
と
し
て

一、

C
D
カ
セ
ッ
ト
プ
レ
l
ヤ
i

l
台

(
4
万
3
千
円
相
当
)

磯
浜
町
2
4
0
5

伊
藤
懐
治
澱

神大
山 賀
町町
8 64 

I 
1 24 

庄
司
ノ¥

、ソ

コニ
殿

杉
山

夏
海
小
学
校
教
材
と
し
て

一
、
ヵ

i
テ
ン
一
式

(
5
万
円
相
当
)

磯
浜
町
8
2
2
8
1∞∞

道
坂
養
士
口
殿

カ
殿

松
ケ
丘
集
会
所
に
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しょに

ItJ' 

つ圏兜とい
去
る
6
月
3
臼
大
洗
町
総
合
運
動
公

園
多
目
的
広
場
で
、
第
幻
自
老
人
体
育

祭
・
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
早
く
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん

が
運
動
公
開
問
多
目
的
広
場
に
集
ま
り
ま

し
た
。午

前
日
時
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、

竹
内
町
長
・
和
問
町
議
会
議
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
老
人
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し

競
技
に
入
り
ま
し
た
。

最
初
の
紅
白
玉
入
れ
で
は
、
「
か
ご
」

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
玉
を
入
れ
、

競
技
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
大
玉
こ
ろ
が
し
で
は
、
町
内
の

車
問

間

違

環
購
韓
関
化
運
動
十
位
農
開
開

町
内
の
各
種
団
体
の
青
年
層
で
組
織

す
る
大
洗
車
育
年
団
体
連
絡
協
議
会
(
木

村
政
儀
会
長
)
が
去
る
、

6
月
訪
日
閥
、

町
内
の
電
柱
等
に
貼
ら
れ
て
い
る
選
挙

(3)第235号

ひ
じ
り
保
育
園
・
滝
口
保
育
協
・
恵
泉

保
育
関
・
園
児
と
い
っ
し
ょ
に
汗
を
流

し
て
大
き
な
玉
を
こ
ろ
が
し
ま
し
た
。

続
い
て
ゲ

i
ト
ゴ
ル
フ
で
は
、
各
チ

ー
ム
日
頃
鍛
、
え
た
ゲ

l
ト
ボ

I
ル
の
腕

前
を
発
揮
さ
れ
、
優
勝
チ
l
ム
は
再
試

合
を
行
い
決
ま
り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、

印

m
走
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
・
立
ち

幅
と
ぴ
の
競
技
を
行
い
、
好
記
録
が
で

ま
し
た
。

昼
食
に
は
、
大
洗
町
飲
食
活
組
合
青

年
部
(
打
田
丈
夫
会
長
他
誌
名
)
に
よ

る
そ
ば
・
う
ど
ん
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

町
連
合
婦
人
会
の
お
手
伝
い
に
よ
っ
て

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
違
法
広
告
物
の
撤
去

作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
早

朝
よ
り
剥
が
し
ゴ
テ
を
持
っ
た
メ
ン
バ

ー
が
、
広
告
物
の
多
き
と
強
力
な
接
着

剤
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
自

分
た
ち
の
手
で
清
潔
で
き
れ
い
な
ま
ち

を
つ
く
ろ
う
と
、
丹
念
に
作
業
に
あ
た

り
ま
し
た
。

貼
り
、
玉
へ
の
怒
り
を
ポ
ス
タ
ー
に
ぶ

つ
け
た
悪
戦
苦
闘
の
末
、
参
加
し
た
メ

ン
バ
ー
は
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
袋
の
成
果
に

感
慨
深
い
よ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
結
っ
て
剥
が
す
よ
り

も
貼
ら
な
い
、
貼
ら
せ
な
い
意
識
を
み

ん
な
で
持
ち
、
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
た

い
も
の
で
す
。

配
ら
れ
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
ら
れ
て

お
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ひ
じ
り
保
育
関
・
滝
口
保
育

関
・
恵
泉
保
育
園
・
各
閣
児
に
よ
る
遊

戯
、
高
年
者
ク
ラ
ブ
有
志
の
踊
り
や
カ

ラ
オ
ケ
の
余
興
が
あ
り
楽
し
い
食
後
を

過
ご
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
恒
例
の
仮
装
大
会
が

行
わ
れ
、
「
君
の
名
は
」
の
真
知
子
・
春

樹
を
始
め
「
愛
染
か
つ
ら
」
「
マ
リ
リ
ン

モ
ン
ロ
い
」
「
麦
畑
」
の
松
つ
つ
あ
ん
・

お
よ
ね
さ
ん
「
金
色
夜
叉
」
「
お
染
・
久

松
L

と
見
事
な
仮
装
が
出
来
上
が
り
、

大
き
な
拍
手
と
歓
声
の
中
会
場
内
を
パ

レ
ー
ド
さ
れ
、
楽
し
い
屋
外
で
の
1
8

が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
3
年
度
環
境
保
全
県
民
運
動
功

績
者
の
表
彰
式
が
、
去
る
5
月

m
g水

戸
市
の
産
業
会
館
で
行
わ
れ
、
当
町
の

船
渡
青
年
会
と
鏑
木
薫
さ
ん
が
環
境
保

全
茨
城
県
民
会
議
議
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
環
境
保
全
県
民
運
動
の
推

進
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
、
美
し
い
郷

土
の
保
全
と
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に

功
績
の
あ
っ
た
方
を
対
象
に
表
彰
し
て

い
る
も
の
で
す
。

団
体
の
部
で
、
表
彰
さ
れ
た
船
渡
青

年
会
(
久
野
健
五
口
会
長
・
会
員
幻
名
)

は
、
船
渡
に
住
む
青
年
の
相
互
親
睦
を

役

場

観

忠
誠

大
洗
郵
便
局
で
は
、
去
る
6
月
口
日

役
場
前
に
郵
便
ポ
ス
ト
を
新
設
し
ま
し

た。
こ
れ
は
、
役
場
に
ポ
ス
ト
を
つ
け
て

欲
し
い
と
町
民
の
皆
様
方
の
要
望
に
よ

り
、
取
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
年
金
証
明
な
ど
役
場

で
証
明
を
受
け
た
後
、
投
函
す
る
こ
と

が
で
き
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
切
手
等
も
役
場
で
取
り
扱
か

つ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
き
い
。

図
る
こ
と
を
目
的
に
結
成
。
以
来
、
定

期
的
に
地
域
内
を
「
住
み
よ
い
き
れ
い

な
町
づ
く
り
」
を
目
標
に
環
境
保
全
等

の
行
事
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
老
人

会
、
子
供
会
の
協
力
を
受
け
て
、
周
辺

の
空
き
缶
回
収
や
清
掃
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

個
人
の
部
で
、
表
彰
さ
れ
た
鏑
木
薫

さ
ん
(
磯
浜
町
1
0
1
7
番
地
)
は
、

な
め
屋
旅
館
の
ご
、
主
人
で
、
き
れ
い
な

町
に
し
よ
う
と
、
日
余
年
に
一
旦
り
、
毎

日
早
朝
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
サ
ン
ビ
ー

チ
迄
の
道
路
の
清
掃
や
空
き
缶
の
囲
収

作
業
を
行
な
い
、
環
境
美
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

こ
う
い
う
善
意
が
、
各
地
域
で
広
が

り
環
境
も
い
ち
だ
ん
と
美
化
さ
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ス

ト

離

鰻

議
回

の

大
洗
間
建
設
工
業
金

毎
年
、
各
小
・
中
学
校
校
舎
の
修
理

に
尊
い
汗
を
流
さ
れ
て
奉
仕
作
業
を
行

っ
て
い
る
大
洗
町
建
設
工
業
会
(
関
根

力
雄
会
長
)
で
は
、
去
る
6
月
9
日
に

磯
浜
小
学
校
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

忙
し
い
中
集
ま
っ
た
大
洗
町
建
設
工

業
会
の
会
員
は
、
建
築
業
、
塗
装
業
、

板
金
業
、
ガ
ラ
ス
業
と
そ
れ
ぞ
れ
の
技

術
を
生
か
し
各
教
室
の
扉
の
一
戸
車
・
便

所
の
一
一
扉
・
物
置
の
一
戸
・
天
井
の
小
破
部

分
の
修
理
・
鳥
小
援
の
金
網
張
替
な
ど

の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
温
か
い
奉
仕
活
動
の
お
か

げ
で
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

な
お
参
加
さ
れ
た
方
は
、
次
の
通
り

培
玉
栗
西
膜
中
学
校

去
る
5
丹
羽
白
(
木
)
遠
足
に
来
た
中

学
生
が
海
岸
清
掃
の
奉
仕
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
埼
玉
県
の
岩
槻
市
立
西
原

中
学
校
(
大
島
永
次
校
長
)
の

1
年
生

1
6
9
名
が
サ
ン
ビ

l
チ
海
岸
へ
遠
足

に
来
ら
れ
、
海
岸
環
境
の
美
化
教
育
の

一
環
と
し
、
清
掃
奉
仕
活
動
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
と
濃
い

霧
が
発
生
、
悪
天
候
で
お
楽
し
み
の
地

曳
網
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
初

関

品1.8，

サ

校

中

去
る
6
月
1
臼
(
土
)
南
中
学
校
の
1

年
生
殺
子
で
海
岸
清
掃
奉
仕
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

P
T
A
行
事
と
し
て
「
親

子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
計
画
し
て
、

生
徒
、
父
児
、
先
生
の
約
2
0
0名
が
、

サ
ン
ビ

l
チ
海
岸
清
掃
と
地
曳
網
を
行

っ
た
も
の
で
す
。

海
岸
は
、
思
い
の
ほ
か
ゴ
ミ
が
多
く

大
変
で
し
た
が
、
人
海
作
戦
で
見
る

聞
に
海
岸
は
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
達
は
、
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
山
に

び
っ
く
り
ゴ
ミ
の
処
理
が
、
い
か
に
大

変
な
古
学
で
あ
る
か
を
体
験
し
ま
し
た
。

海
岸
が
き
れ
い
に
な
っ
た
あ
と
、
お

楽
し
み
の
地
曳
網
を
行
い
、
地
元
に
住 奉

仕

持

薬

で
す
。関

根
住
建
・
松
屋
工
務
庖
・
藤
本
塗

装
庖
・
一
ニ
勝
建
設
・
坂
井
建
設
・
南
部

屋
建
設
・
鴨
川
工
務
庖
・
梶
間
板
金
・

塙
ガ
ラ
ス
庖
・
飯
島
建
設
・
湯
浅
材
木

庖
1

か
ら
計
画
の
海
岸
清
掃
に
入
り
、
大
洗

の
海
岸
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
ゴ
ミ
袋

を
片
手
に
広
い
海
岸
の
清
掃
作
業
に
意

欲
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
た
く
ま
に
海

岸
は
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
族
館
を
見
学
し
て
楽
し

い
思
い
出
を
持
っ
て
帰
校
さ
れ
ま
し
た
。

西
原
中
の
生
徒
の
訪
問
さ
ん
の
美
し
い

心
と
行
動
に
感
謝
出
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ん
で
い
て
も
初
め
て
と
い
う
生
徒
も
多

く
、
楽
し
い
親
子
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

メ雪量

お

ら

後

藤

亀

泉

選

鐙
穫
さ
げ
て
告
げ
た
き
想
あ
り

磯

浜

浅

見

誠

〔
評
〕
明
滅
す
る
肱
思
議
を
手
に
夜
道

を
行
く
。
青
白
く
発
光
す
る
よ
う
な

想
い
を
胸
中
に
秘
め
て
。
想
い
を
告

げ
た
い
人
と
一
滴
一
を
並
べ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
、
或
は
今
訪
ね
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。
一
夏
の
夜
風
の
中
で
、

は
ん
も
ん

青
年
の
煩
悶
は
深
い
。

神
の
山
す
す
き
を
残
し
葱
を
刈
る

明

神

町

田

中

勝

校

〔
評
〕
茂
り
は
じ
め
た
境
内
の
車
を

む
ら

刈
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
で
叢
が
あ

る
の
だ
が
、
せ
は
雑
草
で
は
な
い
の

で
刈
ら
ず
に
残
し
て
議
く
。

巣
立
鳥
跳
ぶ
や
限
を
見
開
き
て

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
成
長
し
た
雛
が
巣
を
離
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
ま
だ
充
分
に
朔
べ
な

い
の
で
、
脚
で
跳
ね
な
が
ら
飛
朔
の

練
習
を
し
て
い
る
。
小
さ
い
践
を
か
っ

S
広
今
玉
、
づ
一

と
見
聞
き
、
必
死
の
形
棺
で
あ
る
。

お
も
は
ゆ

母
の
臼
の
花
束
と
い
ふ
菌
映
し

桜

道

真

岡

静

子

〔
評
〕
子
達
か
ら
母
の
自
の
花
束
を

贈
ら
れ
た
。
花
束
を
胸
に
抱
き
し
め

て
、
嬉
し
き
よ
り
も
気
差
か
し
さ
が

先
に
立
つ
。

し

し

り

す

女
衆
も
線
出
の
浜
の
白
子
漁

明
神
町
小
松
崎
十
吉

〔
評
〕
し
ら
す
の
豊
漁
で
大
賑
わ
い

の
波
止
場
で
あ
る
。
自
子
函
を
満
載

し
た
船
が
紬
磁
を
接
し
て
入
港
し
て

く
る
の
で
、
総
出
の
女
衆
は
怠
つ
く

ひ
ま
も
な
い
。

夏
草
に
か
く
れ
て
を
り
し
道
し
る
べ

東

光

台

大

川

た

か

確
か
こ
の
辺
り
に
と
探
し
た

(評〕

道
標
が
草
む
ら
の
中
に
立
っ
て
い
た
。

道
擦
が
丈
高
く
生
い
茂
っ
た
夏
草
に

か
く
れ
て
い
た
。

い
ち
め
ん
の
車
両
田
の
雨
と
な
り
に
け
り

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
見
渡
す
限
り
い
ち
め
ん
の
大

青
回
の
雨
と
な
っ
た
。
車
問
団
に
昨
降
り

そ
そ
ぐ
青
い
雨
脚
。

ゲ
レ
ン
デ
の
雪
解
け
切
り
し
静
か
さ
よ

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
冬
中
、
人
を
集
め
た
ス
キ
ー

場
の
雪
も
す
っ
か
り
解
け
、
ゲ
レ
ン

デ
に
萌
え
る
若
草
の
色
が
鮮
か
で
あ

る
。
青
空
の
下
、
山
は
静
か
に
夏
を

待
つ
。

尽
緊
り
て
大
滝
色
を
変
へ
に
け
り

永

町

桜

井

政

士

口

夏
蝦
掻
く
や
ふ
な
べ
り
傾
け
て

髭

釜

稲

田

富

穂

自
靴
を
磨
く
季
節
と
な
り
に
け
り

明

神

町

自

国

一

郎

折
々
の
夏
鷺
や
魚
干
す

明
神
町
小
松
崎
美
代

さ
は
さ
は
と
青
葉
の
影
を
揺
ら
す
風

磯

浜

青

木

き

か

え

義
理
の
フ
ェ
リ
ー
も
梅
雨
に
濡
れ
て
ら
り

港

中

央

富

雄

三

自
き
も
の
自
く
千
し
あ
げ
棋
の
花

磯

浜

浅

見

道

子

旧
交
を
深
め
る
旅
路
青
葉
風

新

町

岸

和

田

和

子

散
策
や
青
葉
若
葉
の
下
涼
し

祝

町

今

川

昆

そ
こ
か
し
こ
雨
に
花
解
く
菖
蒲
間

祝

町

今

川

う

め

藩
公
の
墓
石
を
濡
ら
す
余
花
の
雨

磯

浜

村

淳

道

雄
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A臨時@ 的協調1関

収 入 支 出

手ヰ g 金 客買 都合
科 呂

金 室員 割合

(千円) (%) (千円) (%) 

イ呆 険 税 666，609 44.02 事 務 費 50，970 3.60 

国庫補助金 563，281 37.19 医 療 費 998，569 70.46 

退職者交付金 95，285 6.29 老人保健拠出金 346，965 24.48 

県補助金 2，489 0.17 共同事業拠出金 9，570 0.68 

共同事業交付金 10，767 0.71 保健施設 費 1，287 0.09 

一般会計繰入金 52，551 3.47 基 金 積立金 9，106 0.64 

前年度繰越金 98，977 6.54 その他の支出 650 0.05 

その他の収入 24，449 1. 61 

言十 1，514，408 100 ~t 1，417，117 100 

平
成
二
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

収
入
、
支
出
の
差
引
き
で
九
七
、
ニ

九
一
千
円
の
繰
越
と
な
り
ま
し
た
が
、

前
年
度
繰
越
金
九
八
、
九
七
七
千
円
を

除
く
と
一
、
六
八
六
千
円
の
赤
字
と
な

り
ま
す
。
高
齢
化
と
医
療
技
術
の
向
上

に
よ
り
医
療
費
が
昨
年
よ
り
八
七
、

0

0
0千
円
(
四
・
七
%
)
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

収
入
で
、
王
な
も
の
は
保
険
税
四
四
%

補
助
金
等
が
四
四
%
、
で
あ
り
、
支
出

で
は
医
療
費
及
び
老
人
拠
出
金
で
九
五

%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

監犠費

総額(間負担分十患者負担分)は次のとおりです。

〔経理の状況〕

〔平成2年護国銀総盟襲撃費の状洗〕

~ 若 人 老 人 i塁 職 l口入 百十

元年度
1，044，475千円 637，569千円 152，582千円 1，834，626子円

(126，281円/人) (506，410円/人) (250，134円/人) (180，930円/人)

2年度
1，066，279千円 687，489千円 167，861千円 1，921，629千円

(133，669円/人) (527，215円/人) (257，455円/人) (193，459向/人)

対前年比
2.09% 7.83% 10.01% 4.74% 

(5.85) (4.11) (2.93) (6.92) 

医
療
費
の
支
払
い
は
年
々
多
く
な
る

と
も
少
な
く
な
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方
に
工
夫
し

節
約
に
ご
協
カ
下
さ
い
。

⑧
同
じ
病
名
で
、
い
く
つ
も
の
病
院
等

に
か
か
っ
て
い
る
人

畿
通
院
で
き
る
の
に
役
診
を
頼
む
人

⑧
薬
を
ね
だ
る
人

な
ど
は
医
療
費
の
無
駄
使
い
で
す
。

※
町
の
一
般
住
民
検
診
を
受
け
よ
う
。

験
税
陣
地

傘
納
期
内
に
・

⑮
納
め
忘
れ
の
な
い
様
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

)は l人当たりの総医療費

1 期 5月31日

2 期 8月31日

3 期 9月30日

4 期 12月 2日

5 期 1月31日

※( 

盟保園内
aL
陣
地
い
る
と
き

@ @ @ 唱静 曜量

た 生 子 者職 と職 て他
と 活 供 か場 き 場 きの
き保 カf らの 。σ3 た市
。護 生 は健 健 とIKん
を ま ず康 康 き町

な
戸ム」L れ さ保 f呆 村
l十 Tこ れ険 R会 力、 と
な と たの を ら き

き と被 や 転
な き扶 め 入
イコ 。養 た し

I"P 印 い印 や印 出 印
七、 iJ、理か め か 証か 手
ん ん 由 ん たん 明ん 続、 グコ 、証 書 き
{呆 {呆 証被 明職 他
護 !検 明扶 書場 グ〉

iJZ' 廃 証
書。養者 の 市

止
母

健 区 要
通 康 間I な

知書
子

な {采 村 も
手

れ F会 の ぴ〉
帳

な を 転

@
間
関
保
を
や
め
る
と
き

曜事 @ 壇画 @ @ 

な 生 た国 者職 と 職 と 他
つ活 と保 に場 き場 き の

ー
たイ呆 きの なの 。σ3 。市

と護 被 つ健 健 区 ん
きを 保 た康 康 町 な。受 R会 と 保 {采 村
lt 老 き 倹 険 と
る カぎ 。グ〉 転 き
よ 死 被 入

す出
つ 亡 扶 イコ

し 養 た る

決印 正日 こ が 保 印 1"[1 
定か iJ' と未険か 七、 手
通ん ん を 交 の ん ん 巾。冗士

生日
、

証付開
、

き
書保 イ呆 明の方毘 {呆
。険 F食 すとの保 R会

必証 吉正 るき保と 証、
もは険職 要

f呆 の 加 証 場 な
護 1 入 ( の も
開 し後健 σ〉
拾 た者康

ゆ
そ
の
抽
出

唱島 曜量 曜静 曜轟 曜襲

く(保 よ世 とtを つ市 な退
なあ険 に帯 き帯 た区 つ職
つる証 しを 。主 と町 た者
た い を た分 や き村 と匿 ん
とはな とけ 氏 。内

き。 制度療 なき j考〈 きた 名 で
1 れし iJ{ {主 と

てた
、

変 所 0) 
き

使と し、 わ iJ{ 
対象

えき 〆コ Jコ 変
な し た わ

つ吉正印 正P 手p
た 明 か 七、 力、 手
保 す ん ん ん 事完
険る

、 、
き

証も本 {呆 f采
1 の人 険 F会

必、
(で 言正 証

f吏あ
、

要
える 年五八 な
一i，よ、」、， も
くと 証書 σ〉
なを

。
職
場
保
検
に
入
っ
た
り
、
や
め
た
り

し
た
時
は
盟
保
へ
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
会
社
等
で
は
仕
付
し
て
く
れ

ま
せ
ん
の
で
、
本
人
ま
た
は
家
族
の

方
が
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

璽
は
水
不
思

水
は
私
疋
ち
ガ
生
き
て
い
く
だ
め
に
一
日
と
し
て
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。

大
洗
国
の
水
道
は
創
設
訟
来
地
下
水
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て

き
ま
し
だ
。

し
か
し
¥
璽
場
に
は
水
需
要
の
最
盛
期
に
入
る
う
え
海
水
浴
客

な
ど
の
流
入
に
よ
る
人
口
増
と
ガ
か
さ
な
り
¥
水
の
確
保
ガ
む
ず

か
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

私
だ
ち
一
人
ひ
と
り
ガ

u
水
を
大
詔
に
す
る
ρ

と
い
う
島
覧
を

も
っ
て
眼
ら
れ
疋
水
を
育
効
的
に
控
う
よ
う
に
山
、
か
け
ま
し
ょ
う
。

水
の
s

工
事
恕
使
い
方

洗車重
その錨題乱トイレく

われ万

洗事

撲の

炊

⑮ 

水
は
無
限
に
あ
る
と
思
わ
れ
ガ
ち
で
す
も
か
、
電
気
や
ガ
ス
と
同

じ
よ
う
に
¥
わ
た
し
だ
ち
の
手
で
つ
く
り
定
す
も
の
で
す
。

H
私
は
き
れ
い
揺
き
だ
か
ら
μ
と
い
っ
て
ザ
ブ
ザ
ブ
水
を
お
煙
い

に
な
る
か
た
も
ム
ヲ
と
の
境
界
線
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
私

だ
ち
の
生
活
で
は
¥
水
道
は
生
命
線
で
す
。

い
ま
の
大
洗
町
に
は
患
う
寄
分
使
え
る
ほ
ど
の
水
が
あ
り
ま
せ

ん。
水
を
大
切
に
す
る
気
持
を
喬
て
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

。高台地域では、時間帯むより、

水の出ガ悪くなりますが、ご協力をお願いいだします。



平成3年7月5日

日 た0)翠

t"' らあおお

て
い
ま
し
た
が
、
期
待
通
り
「
審
査
員

泣
か
せ
」
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
は
、
音
楽
協
会
会
長
の
加
藤
富

士
子
さ
ん
の
、
主
催
者
挨
拶
、
竹
内
町
長

の
来
賓
祝
辞
、
審
士
定
員
紹
介
等
の
開
会

式
、
そ
し
て
町
内
在
住
の
前
川
一
郎
さ

ん
の
「
白
い
花
の
咲
く
領
」
の
歌
か
ら

始
め
ら
れ
ま
し
た
。
出
場
者
の
方
々
は

日
頃
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
で
鍛
え
た
自
慢
の

「
の
ど
L

を
も
っ
て
の
出
場
と
は
い
え
、

生
バ
ン
ド
で
歌
う
の
は
初
め
て
の
方
が

ほ
と
ん
ど
、
大
変
緊
張
さ
れ
て
い
る
様

子
で
し
た
。

出
場
者
会
員
の
熱
唱
の
後
、
パ
ン
ド

「
持
ゃ
ん
か
舎
縄
線
開
開
」
大
統
領
来
る

青
団
連
一
時
づ
く
り
講
議
会

大
洗
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
(
木

村
政
義
会
長
)
で
は
、
去
る
5
月
四
日

大
洗
町
商
工
会
会
議
室
で
町
づ
く
り
講

演
会
を
開
き
ま
し
た
。

(5)第235号

講
師
は
、
自
ら
大
阪
で
ミ
一
一
独
立
国

「
そ
ゃ
ん
か
合
衆
国
」
を
設
立
、
地
域

活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
北
涼
浩
さ
ん
を
迎
え
て
行
い
ま

し
た
。北

浦
さ
ん
は
、
「
遊
ぴ
心
で
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
!
?
に
、
自
ら
の
町
づ
く

り
の
経
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
そ
ゃ
ん
か
合
衆
国
」
を
核
に
町
づ

く
り
を
行
い
、
大
統
領
に
就
任
、
地
域

住
民
と
共
に
イ
ベ
ン
ト
や
、
ミ
二
一
独
立

国
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
独
創
的
な
発

想
で
町
の
活
性
化
を
囲
っ
た
話
な
ど
、

長
時
間
に
わ
た
り
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
、
車
問
団
連
の
品
目
さ
ん
は
、
北

浦
さ
ん
と
町
づ
く
り
に
つ
い
て
、
熱
心

に
意
見
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

演
奏
、
特
別
出
演
(
第
1
回
大
会
の
優

秀
賞
受
賞
者
に
よ
る
)
の
披
露
、
そ
し

て
自
転
事
や
食
事
券
の
当
た
る
お
楽
し

み
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

特
別
賞
受
賞
者

橋
本
早
苗
さ
ん

(
大
洗
町
)

優
秀
賞
受
賞
者

吉
本
ィ
、
、
、
予
さ
ん

住
谷
義
正
さ
ん

林

一

夫

さ

ん

鴨
志
田
和
子
さ
ん

飛
田
勝
市
さ
ん

(
勝
田
市
)

(
水
戸
市
)

(
常
澄
村
)

(
勝
田
市
)

(
大
洗
町
)

⑭
皐
朝
ソ
フ
ト
、
中
小

l
H
N
大
会

「
i

l

寿
会
チ

i
ム
げ
か
擾
勝

去
る
、

6
月
7
日
中
央
公
民
館
で
第

出
回
大
洗
町
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(
金
井
勇
男
会
長
)
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
町
内
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
愛
好
者
の
日
チ
l
ム
が
集
ま
り
、
リ

ー
グ
戦
方
式
で
親
睦
を
深
め
る
為
に
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

大
会
期
間
は
、

4
月
日
日
か
ら
5
月

初
日
ま
で
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
早
起

き
を
し
て
第
一
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
熱

去
る
、

4
月
出
日
か
ら
5
月
四

g
ま

で
、
毎
日
曜
日
を
利
聞
出
し
て
町
総
合
運

動
公
園
で
第
話
回
春
季
町
民
野
球
大
会

(
大
洗
野
球
連
盟
・
飛
田
弥
次
郎
会
長

主
管
)
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ロ
チ

l
ム
が
ト
!
十
メ
ン
ト
方
式
で

戦
い

5
月
四
日
に
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
チ

i
ム
と
ヤ
ン
キ
ー
ス
チ
ー
ム
で
決
勝
戦

を
行
な
い
ま
し
た
。

ハ
リ
ケ
ー
ン
チ

l
ム
の
打
線
が
一
気

に
爆
発
し
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
チ
ー
ム
を
9

対
5
で
下
し
2
年
連
続
2
回
目
の
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

ハ

リ

ケ

ー

ン

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

寿

会

準
優
勝
一
レ
ッ
ト
ホ
ッ
ク
ス

3

位

新

友

会

↑
優
勝
し
た
寿
会
(
久
保
木
春
男
蕊
督
)

は、

9
月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

田
町
大
会
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

(
ハ
リ
ケ
ー
ン

(
ヤ
ン
キ
ー
ス
)

(
ヤ
ン
キ

i
ス
)

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

親
睦
と

体
力
増
進
苦
闘
関
る

去
る
、

5
月
回
目
町
総
合
運
動
公
関

体
育
館
で
、
第
四
回
春
季
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
日
頃
交
流
の
少
な
い

{
杢
庭
婦
人
を
中
心
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
通
し
相
互
の
親
睦
と
体
力
増
進
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
よ
り
9
チ
i
ム
が
参
加
、
各
チ

ー
ム
と
も
日
頃
仕
事
と
育
児
に
追
わ
れ

て
忙
し
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
週
に
3

j

6
時
間
の
練
習
を
重
ね
、
大
会
に
望

み
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ

l

今
年
も
4
月
に
、
役
場
へ
次
の

4
名

の
新
採
職
員
が
入
庁
し
ま
し
た
。

佐

藤

邦

夫

(

住

民

課

)

大

部

英

俊

(

厚

生

課

)

長

谷

川

満

(

総

務

課

)

沼

田

晃

江

(

農

林

水

産

課

)

現
在
、
配
属
さ
れ
た
各
課
で
如
何
に

佐藤邦 夫 (23)

(住民課)

現
代
は
高
度
な
先
進
技
術
の
時
代
で

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
産
業

が
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
に
し
て
も
、

そ
れ
を
支
え
る
の
は
住
民
ひ
と
り
ひ
と

り
で
あ
る
こ
と
に
は
遠
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
就
職
先
と
し
て
役
場
を
志
望
し

た
の
も
、
住
民
の
方
々
と
協
力
し
な
が

ら
、
自
分
の
カ
を
地
域
の
た
め
に
役
立

て
ら
れ
れ
ば
、
と
考
、
え
た
か
ら
で
し
た
。

し
か
し
、
い
さ
就
職
し
て
み
る
と
、

が
続
出
し
、
親
睦
と
交
流
が
図
ら
れ
た

楽
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
o

A
ブ
ロ
ッ
ク

優

勝
準
優
勝

第
3
位

B
、
フ
ロ
ッ
ク

優

勝

準
優
勝

第
3
位

大
洗
ク
ラ
ブ

い
わ
ふ
ね
ク
ラ
ブ

オ
リ
ー
ブ
ク
ラ
ブ

コ
ス
モ
ク
ラ
ブ

ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

明
石
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

も
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ら
し
く
、
は
つ
ら

つ
と
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
一
言
、
抱
負
な
ど
を
書
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、

紹
介
い
た
し
ま
す
。

2
閣
に
分
け
て
ご

そ
の
よ
う
な
理
想
だ
け
で
は
ど
う
に
も

な
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
社
会
人
と

し
て
の
難
し
き
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
住
民
課
で
、
国
民
年
金

に
つ
い
て
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
高
齢
化
社
会
と
な
っ
て
い
く

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
各
方
面
に
お

い
て
老
人
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
構

造
の
中
で
、
国
民
年
金
は
ま
す
ま
す
重

視
さ
れ
て
い
く
制
度
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
仕

事
に
誇
り
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

大 部 英 俊(23)

(厚生課)

大
洗
町
役
場
に
入
庁
し
て
4
ヶ
月
日

に
入
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
の
ご
指
導
に

よ
り
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き
た
と
い
う

の
が
実
感
で
す
。

良
き
上
司
や
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

協
力
の
も
と
に
福
祉
係
の
仕
事
を
し
て
、

老
人
の
ゲ
!
ト
ボ

l
ル
大
会
、
運
動
会

等
と
い
ろ
い
ろ
お
年
寄
り
に
接
す
る
機

会
が
多
い
の
で
す
が
、
恵
ま
れ
た
自
然

と
環
境
の
中
で
幸
せ
に
生
活
出
来
る
人

と
、
他
方
面
で
心
身
障
害
者
や
、
ネ
タ

キ
リ
老
人
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
人
も

あ
る
現
実
を
知
り
、
少
し
で
も
住
民
の

方
の
た
め
に
仕
事
の
励
み
に
少
し
で
も

お
役
に
た
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
ロ
ン
や
火
砕
流
な
ど
の
天
災

な
ど
も
無
い
こ
の
町
の
発
展
の
た
め
に

阜
く
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
覚
え
て
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

導
が
功
を
奏
し
減
っ
て
き
て
い
ま
す
句

と
は
い
う
も
の
の
、
少
人
数
に
よ

る
暴
走
行
為
が
依
然
と
し
て
後
を
絶

た
な
い
の
が
現
状
で
す
。
少
人
数
、

ま
た
は
単
独
で
ゲ
リ
ラ
的
に
深
夜
の

住
宅
街
に
出
没
し
、
マ
フ
ラ
ー
(
消
音

装
置
)
を
切
断
、
あ
る
い
は
取
り
外

し
た
車
で
騒
音
を
ま
き
散
ら
す
、
「
爆

音
暴
走
」
が
、
最
近
の
特
徴
で
す
。

暴
走
族
遣
駿
、
融
り
締
+
草
野
強
化
舟
閤

家
藤
ぐ
番
み
、
観
ぐ
る
み
で

藤
饗
結
く
し
て
い
と
う

「
繍
繍
醤
盤
機
蓮
」
、
か
最
近
の
特
徴

本
格
的
な
哀
を
迎
、
ぇ
、
住
宅
街
な

ど
を
わ
が
も
の
顔
で
暴
走
す
る
若
者

た
ち
、
い
わ
ゆ
る
暴
走
族
の
動
き
が

活
発
に
な
り
ま
し
た
。

多
数
の
恵
を
連
ね
て
、
集
団
で
道

路
を
走
り
回
り
、
信
号
無
視
や
ジ
グ

ザ
グ
運
転
、
ほ
か
の
事
へ
の
幅
寄
せ

な
ど
を
繰
り
返
す
と
い
っ
た
暴
走
行

為
は
、
警
察
の
徹
底
し
た
検
挙
と
補

暴
力
団
の
予
備
璽
的
紘
一
一
睡
も

現
在
、
警
察
が
把
握
し
て
い
る
暴

走
族
の
数
は
約
三
万
七
千
人
。
警
察

で
は
、
検
、
挙
、
補
導
な
ど
に
よ
り
、

毎
年
多
数
の
暴
走
グ
ル
ー
プ
の
解
散
、

あ
る
い
は
、
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
離
脱

を
促
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

数
字
は
こ
こ
数
年
ほ
と
ん
ど
変
わ
り

ま
せ
ん
。
暴
走
族
の
約
七
五
%
は
、

十
六
歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
表
者
で
、

驚
く
こ
と
に
十
一
一
一
歳
以
下
の
少
年
も

み
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
え
、
暴
走
族
の
な
か
に
は
、

暴
力
団
に
か
か
わ
り
を
も
つ
も
の
も

い
て
、
暴
力
閣
の
予
備
箪
的
な
一
面

さ
え
も
み
せ
て
い
ま
す
。

襲
一
醸
し
よ
う
由
つ
の
む
得

こ
う
し
た
暴
走
族
を
追
放
す
る
た

め
、
警
察
で
は
厳
し
く
取
り
締
ま
り

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
暴
走
族
を
な

く
し
て
い
く
に
は
、
警
察
の
み
な
ら

ず
、
保
護
者
、
学
校
な
ど
の
関
係
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
か
暴

走
族
を
許
き
な
い
。
と
い
う
社
会
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

そ
こ
で
、
家
庭
を
は
じ
め
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
次
に

挙
げ
る
こ
と
を
、
一
人
一
人
が
認
識

去
る
5
月
お
呂
(
土
)
、
午
後
6
時
却

分
か
ら
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ

l
ル
に

お
い
て
大
洗
町
音
楽
協
会
主
催
、
教
育

委
員
会
後
援
に
よ
る
「
第
2
回
、
大
洗

町
民
・
歌
謡
曲
の
ど
自
慢
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
音
楽
協
会
が
特
別
に

編
成
し
た
「
O
M
A
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン

ド
」
の
伴
奏
で
自
慢
の
「
の
ど
」
を
競

う
も
の
で
、
昨
年
7
月
に
第
1
回
を
開

催
し
大
変
評
判
を
呼
ん
だ
も
の
で
す
。

今
回
は
、
加
名
の
出
場
者
の
う
ち
町

外
か
ら
の
参
加
者
が
目
立
ち
、
ハ
イ
レ

ベ
ル
の
戦
い
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

@
町
盟
内
野
球
大
会

「
二
年
連
続
の
勝
利
ハ
リ
ケ
ー
ン
チ
ー
ム

準
優
勝
ヤ
ン
キ
ー
ス

第
3
位

フ

ィ

リ

!

ズ

第
3
佼

原

研

大

洗

最
俊
秀
選
手
掛
貝

高
梨
謙
一

打
撃
賞

山

口

和

泉

敢
闘
賞

川
上
洋
ニ

し
実
践
し
て
、
暴
走
族
を
な
く
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
に
安
易
な
率
の
与
え
方
を

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
車
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
家
庭
で

よ
く
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

③
自
分
の
子
ど
も
が
暴
走
族
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
親
が
、
約
六
割
も

い
る
と
い
う
、
警
察
庁
の
調
査
結
果

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
関
心
を
も

ち
、
交
友
関
係
な
ど
に
ふ
だ
ん
か
ら

注
意
す
る
よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
、
7
0

④
家
庭
や
学
校
、
地
域
な
ど
で
、
暴

走
を
、
「
し
な
い
さ
せ
な
い
見
に

行
か
な
い
」
と
い
う
意
識
を
徹
底
さ

せ
ま
し
ょ
、
っ
。

ま
た
、
暴
走
族
を
き
ら
に
厳
し
く

監
視
し
て
い
く
た
め
に
も
、
暴
走
族

を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
に
通

報
す
る
よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。



第235号 (6)

げ
入
手
に
璽
体
み

鞘
盟
ブ
j
脂
野
鶴
田
オ
ー
ブ
ン

自
動
率
の
保
管
場
開
法
が
改
正

ー
施
行
@
平
成

3
年

7
丹
1
臨

l

。
川
保
管
場
所
の
距
離
毎
緩
和

4

て
使
用
の
本
拠
位
置
と
保
管
場
所
の
佼
置
と
の
距
離
が
2
凶
以
内
と
な
り
ま
し

ゅ
た
。
(
以
前
は
捌

m
以
内
で
運
用
)

。ヵ儲
凶
保
管
場
所
の
変
更
嵐
山
山

預
保
管
場
所
の
位
護
を
変
更
し
た
時
は
、
日
日
以
内
に
管
轄
の
警
察
署
長
に
保

輔
管
場
所
の
位
一
一
塁
寸
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

凶
器
た
だ
し
、
使
用
の
本
拠
位
置
の
変
更
に
係
る
変
更
登
録
・
使
用
の
本
拠
位
置

跡
仰
の
変
更
を
伴
う
移
転
登
錬
を
行
う
場
合
は
、
保
管
場
所
証
明
書
を
受
け
る
こ
と

加
問
に
な
る
の
で
、
同
時
に
保
管
場
所
の
位
置
を
変
更
し
て
も
変
更
溜
出
は
必
要
あ

肝
吋
り
ま
せ
ん
。

志
川
軽
自
動
車
の
塗
呂
場
所
の
届
出

沖
機
軽
自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
保
管
場
所
の
位
置
を
管

。
轄
す
る
警
察
署
長
に
保
管
場
所
の
位
覆
等
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(
適
用
地
域
は
東
京
お
区
と
大
阪
市
で
す
。
)

同
保
管
場
所
襟
章
の
表
示

保
管
場
所
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
時
、
保
管
場
所
に
係
る
届
出
を
し
た
時

は
、
保
管
場
所
標
章
(
ス
テ
ッ
カ
ー
)
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
自
動
車
の
後
頭

ガ
ラ
ス
(
後
面
ぎ
フ
ス
の
な
い
場
合
等
は
ボ
デ
ィ
の
左
側
面
)
に
は
り
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区 分 イ図 人 (団30名以上体) 

伊豆 360円 290円

高校生 290円 230円

中学生 170円 130円

3 歳 以 上
140円 110円

小学生以下

※
付
添
者
・
再
入
場
者
も
同
額
の
入
場
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
サ
ン
オ
イ
ル
、
水
中
メ
ガ
ネ
、
シ
ュ
ノ

l
ケ
ル
の
使
用
は
禁
止
で
す
。

食
ブ
ー
ル
規
模
縦
印
m
×
横
山

m
-
水
深
川
m
j
M
m

L、

縦
必

m
×
横
山

m
-
水
深
川
m
j
u
m

縦
5
m
×
横
目

m
-
水
深
川
m
j
M
m

間
保
管
場
所
の
な
い
草
は
運
行
禁
止

保
管
場
所
の
な
い
自
動
車
は
公
安
委
員
会
か
ら
運
行
禁
止
の
処
分
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

制
罰
則
世
帯
の
整
備

こ
れ
ま
で
の
罰
金
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
新
た
な
規
定
に
関
す
る
罰
則

が
知
設
備
さ
れ
た
ほ
か
、
運
転
免
許
の
行
政
処
分
の
た
め
の
基
礎
点
数
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

あ

本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
町
で
は
県
有
の
駐
車
場

(
県
か
ら
町
が
委
託
管
理
)
に
、
例
年

ど
お
り
有
料
期
間
を
設
け
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご
不
便

と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

0

0
有
料
駐
車
場

①
大
洗
都
市
公
園
内

②
県
立
大
洗
海
浜
公
園
内
町
営
駐
車

場
③
角
一
下
町
営
駐
車
場

霜
問
料
融
車
場
の
開
設
に
つ
い
て

。
有
料
期
間

7
月
初
日
(
丈

)
1
8
月
四
日
(
日
)

O
有
料
時
間

マ
一
千
日

1
午
前
6
時
l
午
後
4
時

マ
土
曜
日

1
午
前
6
時
1
午
前
0
時

マ
日
曜
日

1
午
前
0
時
j
午
後
4
時

。
駐
車
料
金

O
大

型

車

2
、
0
6
0
円

。

中

型

車

8
2
0
円

。

普

通

事

6

2

0

円

。
原
付
自
動
二
輪
車

2
1
0
円

(
高
工
観
光
課
)

らおお

グ
一
塁
で
す
H

水
を
上
手
足
蝿
聴
い
ま
し
ょ
う

王子成3年7月513

水
は
、
私
た
ち
が
生
き
て
行
く
た
め

に
一
日
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
大
切
な
資
源
で
す
。

し
か
し
、
電
気
や
ガ
ス
と
透
っ
て
水

の
使
い
方
は
、
あ
ま
り
気
に
し
な
い
か

た
が
多
い
よ
う
で
す
。

当
町
の
場
合
、
観
光
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
夏
季
の
ピ

i
ク
時
に
は
、
平
常

季
の
倍
以
上
も
の
水
需
要
が
発
生
い
た

し
ま
す
。

こ
う
し
た
現
況
の
中
で
、
い
ま
の
町

の
水
道
に
は
、
思
う
存
分
使
用
で
き
る

水
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
限
ら
れ
た
水

を
有
効
に
使
、
つ
よ
、
7
節
水
に
心
が
け
ま

し
ょ
、
っ
。

な
お
、
高
台
地
一
区
で
は
水
道
の
使
用

時
間
滞
に
よ
っ
て
は
、
水
の
出
が
一
時

的
に
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(弁護士が相談相手〉

特韓人事警縄言築購〈無料〉議音響覇鞍します

7
月

m
g
(金
)
・
午
前
日
時

i
午
後

3
時

大
洗
町
役
場

3
階
会
議
室

弁
護
士
・
片
桐
章
典
先
生
、
法
務
局
職
員
、

人
権
擁
護
委
員

水
戸
地
方
法
務
局
、
水
戸
人
権
擁
護
委
員

協
議
会

。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
担
相
談
下
さ
い
。

鳳
噛

ζ
こ
ろ

@
棺
談
者

⑧
、
士
ヱ

イ僕

このような場合!こ
ご相談下さい。

違

反

4子

為

罰
3
月
以
下
の
懲
役

又
は

m万
円
以
下

の
罰
金
(
法
第
口

条
第
1
項
)

お
万
円
以
下
の
罰

金
(
法
第

η
条
第

2
項
)

日
万
円
以
下
の
罰

金
(
法
第
口
条
第

3
項
)

員リ

3 

※
詳
し
い
こ
と
は
、
警
察
本
部
交
通
規
制
課
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

遂
行
供
用
制
限
命
令
(
法
第
9
条
第
1
項

違
反

保
管
場
所
と
し
て
の
遂
路
の
使
用
の
禁
止

(
法
第
日
条
第
1
項
)
違
反

保
管
場
所
に
関
す
る
虚
偽
書
面
の
提
出
に

よ
る
登
録
(
法
第
4
条
関
係
)

長
時
間
駐
車
の
禁
止
(
法
第
孔
条
第
2
項

違
反

不
届
出
、
虚
偽
届
出
(
法
第
5
条
、
第
7
条

第
1
項
、
第
お
条
第
3
項
等
の
違
反
)

遂
行
禁
止
標
章
の
破
損
等
の
禁
止
(
法
第

9
条
第
6
項
)
違
反

不
報
告
、
虚
偽
報
告
等
(
法
第
ロ
条
関
係

町の人口と世帯
(6月|日現夜)

出生14人

転入47人

死亡 8人

人口21，052(-3)

男 10，373(-3) 

女 10，679(土0)

土
地
所
帯
蓄
の
み
芯
さ
ま
へ

草
刈
り
等
の
お
願
い
巴
つ
い
て

土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
で
、
使
用

せ
ず
に
空
地
の
ま
ま
放
議
さ
れ
て
い
る

土
地
が
釘
内
に
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
土
地
に
は
雑
草
等
が
繁
茂

し
、
環
境
美
化
を
損
ね
た
り
、
火
災
や

交
通
事
故
等
の
危
険
を
伴
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
毛
虫
等
も
発
生
し
周
囲
の
住

民
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る
場
合
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
未
利
用
地
を
所

有
し
て
い
る
方
は
維
持
管
理
を
徹
底
し
、

必
ず
年
に
伺
聞
か
の
草
刈
り
等
を
実
施

す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

転出56人t立帯数6，267(+3) 

点ンli;__L L 

開 催 日 開始時間 {雀 事 内 容 豊富催場所 三主 脅量

7 日{日) 14: 00 前田憲男とウインドブレーカーズコンサート ホール 大洗町音楽協会

14 日{日) 1 部部 10: ∞ きんしょう太夫(安寿とずし王の物語) ホール 大自主洗主事文化業センター
2l!1l J4・00 企画実行委員会

17 日 休休)) 10: 00 日 用 雑 貨 販 売 之~ 大会議室 側ピックアロー18 日

19 臼 働 9 : 00 運 転 免 許 更 新 侍 講 習 会 大会議室 水戸地区交通安全協会

H.3.6.17現在
会大洗文化センタ一行事予定褒 (7/7'"'-'19)

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-fi'66-2442へお問い合わせ下きい。

H
H
食
塩
を
と
り
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

l

塩
分
の
と
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧
に
よ

る
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
の

要
因
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
注
周
回
し
た

い
の
が
「
し
よ
う
ゆ
・
み
そ
・
漬
け
物
」

で
す
。
こ
の
食
品
の
と
り
方
し
だ
い
で

は
、
か
な
り
の
減
塩
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〈
滅
塩
の
ポ
イ
ン
ト
〉

マ
し
よ
う
ゆ
の
上
手
な
使
い
方

①
か
つ
お
節
な
ど
の
だ
し
や
か
ん
き

つ
類
で
割
っ
た
り
、
香
り
で
変
化
を

つ
け
る
と
塩
分
控
え
め
に
な
る
。

②
し
よ
う
ゅ
は
、
か
け
る
よ
り
つ
け

る
使
い
方
売
。

③
ち
く
わ
や
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
練
り

製
品
に
、
し
よ
う
ゆ
は
使
わ
な
い
。

保{建センター

だより

んや

〔

ち

即

時
計
朗
ケ

ー

¥

7

細
川
一
歳

一

d
'
s
z
z
・
1
3
4

，ZE
，F
r
f
t

、

大

8 7 7 7 7 7 7 7 7 

{月輔/自/ / / / / 
やk/jI7 

/ / 
(刈/9 (村 l やf;:)25ヤ'j()24 (刈23付，)18 (月)15。'j()10 

手し 母 母 母 日 母 日

子 子 子 歳
本 青空 本 事

1見 目出 子 舌.人ノ
E尚

{果 保 保 y山、 炎
児 査 事長

健
健 健 健 も 本自 も
教 教 教 健 れ 相 れ

名
号画外多、 二~包 ニ三ヒ芝 ニ長と芝 ~~ 

者
談 談

者

生主主 妊 妊 妊 3 
歳3学校

(母 成 3学
後後 娠 娠 娠 歳 都AIιM守Lて 人 歳校
6 2 6 6 6 の に及

病者患 対
カカ 力 力 カ 誕 就イ呆 よぴ 就保育
月月 月 月 月 生 学脊

子ヱ2E手幼児L I I 前戸斤 及 学煎所

7 3 7 7 7 遼 (l) ・ ぴ σ〉・
象

力 力 力 力 カ し 一幼

ま合あるも晶

一幼
月月 fl 月 月 た 般稚 荷量 般稚
σ〉σコ (l) (l) (l) 幼

童児国も
{主

童児闘も
手し芋L 初産

初 宇産万 児 民 名
児児 産

者れ
れ。3 (l) (l) すま 者

方 7ヨ 方

l l 10 1 l 1 9 1 l 

付受時2時 3時 2 自寺 3時 2時 2 自寺 11蒋 2時 2持
時 00時 30時 00時 30時 00時 15時 00待。。 時 15
00分 30分 00分 30分 00分 15分 00分 00分 15分

間
分 分 分 分 分 分 分 分 分

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

0
7
月
3
日

ω
専
門
療
法
士
来
所

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

0

8

月
6
R
附
専
門
療
法
士
来
所

0
7
月
日
臼
樹

0
7
月
日
B
同
訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

0
7
月
四
日
樹

0
7
月
幻
自
附
訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
剖
復
訓
練

0
7
月
初
日
樹

0
7
月

初

日

仰

を

必

要

と

す

る

者

0

8
月
2
B
樹

※

雨

天

の

場

合

は

中

止

と

な

り

ま

す

。

「
機
能
回
復
訓
練
」

容
器
開
融
ど

纏

マ
み
そ
の
上
手
な
使
い
方

①
み
そ
汁
は
1
日
1
杯
に
決
め
る
。

②
実
だ
く
さ
ん
の
み
そ
汁
に
し
、
汁

は
で
き
る
だ
け
残
す
。

③
み
そ
味
の
鍋
物
ゃ
あ
え
物
な
ど
も
、

香
味
野
菜
で
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
た

り
、
ゴ
マ
や
ク
ル
ミ
を
上
手
に
使
っ

て
、
で
き
る
だ
け
使
う
最
を
少
な
く
。

マ
漬
け
物
の
上
手
な
食
べ
方

①
で
き
る
だ
け
低
塩
・
減
填
の
漬
け

物
を
(
浅
漬
け
、
一
夜
漬
け
)
。

②
漬
け
物
に
し
よ
う
ゆ
は
か
け
な
い
。

③
塩
物
の
強
い
漬
け
物
は
塩
抜
き
し

て
か
ら
だ
べ
る
。

④
塩
か
ら
い
漬
け
物
は
、
食
事
が
終

わ
っ
た
あ
と
、
ひ
と
口
だ
け
に
す
る
。

(
栄
養
士
・
野
口
洋
子
記
)


